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　 　　 　 安全に お使いいた だ く た めに 必ずお読みく だ さ い安全に お使いいた だ く た めに 必ずお読みく だ さ い

●● 本書の一部または、本書の一部または、全部を無断で複製、全部を無断で複製、複写、複写、転載、転載、改変する こ と は法律で禁じ ら れていま す。改変する こ と は法律で禁じ ら れていま す。

●● 本書の内容および製品の仕様、本書の内容および製品の仕様、意匠等については、意匠等については、改良のために予告なく 変更するこ と があり ます。改良のために予告なく 変更するこ と があり ます。

●● 本書の内容については、本書の内容については、万全を記し て作成いたし まし たが、万全を記し て作成いたし まし たが、万一ご不審な点や誤り 、万一ご不審な点や誤り 、  記載漏れなどお気記載漏れなどお気

付きの点がございまし たら 、付きの点がございまし たら 、ご連絡下さ いま すよ う お願い致し ます。ご連絡下さ いま すよ う お願い致し ます。

●● 本書に記載さ れている各種名称、本書に記載さ れている各種名称、会社名、会社名、商品名などは一般に各社の商標または登録商標です。商品名などは一般に各社の商標または登録商標です。

！

火災の原因に な り ま す火災の原因に な り ま す

◆◆ 正し い電源電圧でお使いく だ さ い。正し い電源電圧でお使いく だ さ い。

◆◆ 湿気や埃、湿気や埃、 油煙、油煙、 湯気が多い所には置かないでく だ さ い。湯気が多い所には置かないでく だ さ い。

◆◆ 暖房器具の近く や直射日光があたる場所など 、暖房器具の近く や直射日光があたる場所など 、高温の場所で使用し たり 放置し ない高温の場所で使用し たり 放置し ない

でく だ さ い。でく だ さ い。

◆◆ たこ 足コ ン セン ト や配線器具の定格を超える使い方はし ないでく だ さ い。たこ 足コ ン セン ト や配線器具の定格を超える使い方はし ないでく だ さ い。

◆◆ 電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、重いものを載せるなど で傷を つけないでく だ重いものを載せるなど で傷を つけないでく だ

さ い。さ い。

◆◆ 内部に異物を入れないでく だ さ い。内部に異物を入れないでく だ さ い。 ( (水厳禁水厳禁))

◆◆ 本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。

◆◆ 排気口のある機種は、排気口のある機種は、 排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。

感電や怪我の原因に な り ま す感電や怪我の原因に な り ま す

◆◆ 正し い電源電圧でお使いく だ さ い。正し い電源電圧でお使いく だ さ い。

◆◆ 電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、電源ケーブ ルに加工や熱を加えたり 、重いものを載せるなど で傷を つけないでく だ重いものを載せるなど で傷を つけないでく だ

さ い。さ い。

◆◆ 内部に異物を入れないく だ さ い。内部に異物を入れないく だ さ い。

◆◆ 本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。

◆◆ 濡れた手でコ ン セン ト にさ わら ないでく だ さ い。濡れた手でコ ン セン ト にさ わら ないでく だ さ い。

◆◆ 雷発生時は、雷発生時は、 本製品に触れたり 周辺機器の接続を し た り し ないでく だ さ い。本製品に触れたり 周辺機器の接続を し た り し ないでく だ さ い。

◆◆ 設置、設置、 移動の時は電源プ ラ グ を抜き 、移動の時は電源プ ラ グ を抜き 、 周辺機器の接続を切り 離し て く だ さ い。周辺機器の接続を切り 離し て く だ さ い。

万一、万一、発熱を感じ たり 、発熱を感じ た り 、煙が出ていたり 、煙が出ていたり 、変なにおいがするなど の異常を確認し た場合は、変なにおいがするなど の異常を確認し た場合は、

ただち に電源を外し 使用を中止し てお買いあげの販売店にご連絡下さ い。ただち に電源を外し 使用を中止し てお買いあげの販売店にご連絡下さ い。

故障やエ ラ ー の 原因に な り ま す故障やエ ラ ー の原因に な り ま す

◆◆ 本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。本体及び付属品を改造し ないでく だ さ い。

◆◆ 排気口のある機種は、排気口のある機種は、 排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。排気口を塞いで使用し ないでく だ さ い。
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第１ 章　 はじ めに第１ 章　 はじ めに

  第１ 章第１ 章　 はじ めに　 はじ めに

１ －１ 　 概　 要１ －１ 　 概　 要

こ の度は、こ の度は、 RS232CRS232C//RS422RS422 レ ベルコ ン バ－タ モ デルレ ベルコ ン バ－タ モ デル TRSTRSを お買い上げいただき まを お買い上げいただき ま

し て 、し て 、 誠にあり がと う ご ざいま す。誠にあり がと う ご ざいま す。

こ のマ ニ ュ ア ルはこ のマ ニ ュ ア ルは､､TRSTRSの仕様、の仕様、他機器と の接続方法について解説し ていま す。他機器と の接続方法について解説し ていま す。第第

11章は章は､､特徴が記述さ れていま す。特徴が記述さ れていま す。 第第22章は章は､､構成構成､､物理的仕様が記述さ れていま す。物理的仕様が記述さ れていま す。

第第33章は章は､､接続機器によ り 予め設定が必要なディ ッ プ ス イ ッ チの解説が記述さ れてい接続機器によ り 予め設定が必要なディ ッ プ ス イ ッ チの解説が記述さ れてい

ま す。ま す。第第44章は、章は、他の機器と の接続に必要なコ ネク タ イ ン タ －フ ェ イ ス について記他の機器と の接続に必要なコ ネク タ イ ン タ －フ ェ イ ス について記

述さ れていま す。述さ れていま す。第第55章は、章は、 RS422RS422を パ－テ ィ ラ イ ン で接続する方法が記述さ れてを パ－テ ィ ラ イ ン で接続する方法が記述さ れて

いま す。いま す。

１ －２ 　 特　 徴１ －２ 　 特　 徴

◆◆ 調歩同期式調歩同期式RS232CRS232C とと RS422RS422 の信号レベル変換を行います。の信号レベル変換を行います。

◆◆ RS232CRS232C側のコ ネク タ ピ ン ア サイ ン は、側のコ ネク タ ピ ン ア サイ ン は、接続さ れる機器によ っ てディ ッ プ ス イ ッ接続さ れる機器によ っ てディ ッ プ ス イ ッ

チでチで DTE,DCEDTE,DCE を選択する こ と が可能です。を選択する こ と が可能です。

◆◆ RS422RS422 側の制御信号線は、側の制御信号線は、 ディ ッ プ ス イ ッ チでディ ッ プ ス イ ッ チで RTSRTS//CTSCTSを選択を選択・・ 非選択する こ非選択する こ

と が可能です。と が可能です。

◆◆ RS422RS422 は、は、 RTSRTS ラ イ ン を使用し たパーテ ィ ラ イ ンラ イ ン を使用し たパーテ ィ ラ イ ン ((バス方式バス方式))の接続が可能です。の接続が可能です。

◆◆ RS422RS422は、は、最大最大1.21.2㎞ま で延長可能です。㎞ま で延長可能です。 ( (パーテ ィ ラ イ ン接続の場合は、パーテ ィ ラ イ ン接続の場合は、総延長総延長

がが 1.21.2 ㎞ま でと なり ま す。㎞ま でと なり ま す。))

◆◆ 電源内蔵で電源内蔵で AC100VAC100Vで動作し ま す。で動作し ま す。

◆◆ RS422RS422 側のコ ネク タ は側のコ ネク タ は Dsub15Dsub15 ピ ン を使用し ていま す。ピ ン を使用し ていま す。

◆◆ 制御盤内など への取り 付けを容易にする専用取付金具を標準添付し ていま す。制御盤内など への取り 付けを容易にする専用取付金具を標準添付し ていま す。

◆◆ ケース取り 付け穴によ り 固定や取り 付けが容易です。ケース取り 付け穴によ り 固定や取り 付けが容易です。　 ま た　 ま た DINDINレ ールへの取りレ ールへの取り

付けも可能です。付けも可能です。

((別売オ プ ショ ン別売オプ ショ ン ：： DRADRA--11使用時使用時 [ [必ず必ず M3M3××10mm10mm 以下のネジでの固定以下のネジでの固定] )] )
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第１ 章　 はじ めに第１ 章　 はじ めに

１ －３ 　 梱包品目１ －３ 　 梱包品目

TRSTRS にはには､､以下の品目が含まれます。以下の品目が含まれます。 品目品目､､数量を ご確認下さ い。数量を ご確認下さ い。

不足がある場合は不足がある場合は､､販売店も し く は弊社営業部ま でご連絡下さ い。販売店も し く は弊社営業部ま でご連絡下さ い。

◆◆ TRSTRS本体本体 １ 台１ 台

◆◆ ユーザーズマ ニ ュ ア ルユーザーズマ ニ ュ ア ル  ( (本誌本誌)) １ 冊１ 冊

◆◆ LL字固定金具字固定金具 １ セッ ト１ セッ ト  (2 (2 個個))
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第１ 章　 はじ めに第１ 章　 はじ めに

１ －４ 　 接続構成図１ －４ 　 接続構成図

◆◆ RS232CRS232C機器と機器と RS422RS422 機器を接続する機器を接続する

◆◆ RS232CRS232C機器間を延長する機器間を延長する

RS232C RS422

PC

RS232C RS422

PC

シ ーケ ン サ等

RS422機器

計測器等

RS422機器

TRS

TRS

RS232C RS232CRS422

PC

RS232C RS232CRS422

PC

PC

測定器等

RS232C機器

TRS TRS

TRS TRS
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第２ 章　 物理的仕様第２ 章　 物理的仕様

  第２ 章第２ 章　 物理的仕様　 物理的仕様

２ －１ 　 仕　 様２ －１ 　 仕　 様

２ －２ 　 構　 成２ －２ 　 構　 成

◆◆ 動作条件動作条件 温度±温度±00～～+50+50℃℃

湿度湿度3030 ～～80%  (80%  (但し 結露なき こ と但し 結露なき こ と ))

◆◆ 保存条件保存条件 温度温度-30-30 ～～+80+80℃℃

◆◆ 入力電圧範囲入力電圧範囲 AC85AC85 ～～132V (50132V (50//60Hz)60Hz)

◆◆ 消費電力消費電力 AC100VAC100V時　時　 1.5W1.5W

◆◆ 寸　 法寸　 法 横横：： 156mm156mm　 高さ　 高さ ：： 33mm33mm　 奥行　 奥行：： 141mm141mm

((コ ネク タ 等突起物含むコ ネク タ 等突起物含む ))

◆◆ 重　 量重　 量 620g  (620g  (取付金具を含むと取付金具を含むと 710g )710g )

◆◆ 最大通信速度最大通信速度 116Kbps116Kbps

◆◆ ト ラ ン シーバト ラ ン シーバ RS232CRS232C MAX232CPE (MAX232CPE (マ キシム相当マキシム相当))

RS422RS422 SN7534050N (TISN7534050N (TI 相当相当))

◆◆ コ ネク タ イ ン タ ーフ ェ イ スコ ネク タ イ ン タ ーフ ェ イ ス RS232CRS232C Dsub25Dsub25 ピ ン メ スピ ン メ ス  ( (日本航空電子相当日本航空電子相当))

取付ネジ取付ネジ：： M2.6M2.6 メ ス ネジメ スネジ

RS422RS422 Dsub15Dsub15 ピ ン メ スピ ン メ ス  ( (日本航空電子相当日本航空電子相当))

取付ネジ取付ネジ：： M2.6M2.6 メ ス ネジメ スネジ
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第２ 章　 物理的仕様第２ 章　 物理的仕様

２ －３ 　 形状、２ －３ 　 形状、 外観図外観図

◆◆ 外観図外観図

縮尺Free

(単位:mm)

TRS RS232C/RS422 CONVERTER

152（ 取付ネジを 含むと 156）
2
8

3
3

RS232C RS422

ケ
ー
ブ
ル
長

1
8
0
0

1
3
4
（
コ
ネ
ク
タ
、
ス
イ
ッ
チ
服
務
と
1
4
1
）
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第２ 章　 物理的仕様第２ 章　 物理的仕様

◆◆ 固定金具寸法固定金具寸法

◆◆ DINDIN レ ール取付穴位置レール取付穴位置

取り 付け金具寸法は左右同一

91
8

25 84

134

2- 3.5

R2R2

25
1
8
9

15 104 15

R2 R2

2-8

R1.75

※※ 取付金具取付金具【【 DRA-1DRA-1】】 は別売オプ ショ ン です。は別売オプ ショ ン です。

4-M3

(DINレ ー ル金具用）

83

47

36

4.5
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第３ 章　 ディ ッ プスイ ッ チの設定第３ 章　 ディ ッ プスイ ッ チの設定

  第３ 章第３ 章　 デ ィ ッ プ ス イ ッ チ の設定　 デ ィ ッ プ ス イ ッ チ の設定

TRSTRSは、は、基板上のディ ッ プ ス イ ッ チを設定する こ と によ り 、基板上のディ ッ プ ス イ ッ チを設定する こ と によ り 、 RS232CRS232Cピ ン ア サイ ン のピ ン ア サイ ン の

DTEDTE//DCEDCEの切り 換え、の切り 換え、 RS422RS422側制御信号線である側制御信号線である RTSRTS//CTSCTSの選択をする こ と が出来の選択をする こ と が出来

ます。ま す。

ディ ッ プ ス イ ッ チの設定の変更は、ディ ッ プ ス イ ッ チの設定の変更は、 ケース横のビ スケース横のビ ス 44本を外し 、本を外し 、 上ケース を開けて行上ケース を開けて行

います。いま す。

RS232CRS232Cのピ ン配列をのピ ン配列を DTEDTE配列と するか配列と するか DCEDCE

配列と する かを 選択し ま す。配列と する かを 選択し ま す。

←出荷時設定←出荷時設定

12345678 DTE / DCE選択

10101010 DTE

01010101 DCE

SW1

◆◆ RS422RS422 側の側の RTSRTS//CTSCTS制御信号の使用を選択し ま す。制御信号の使用を選択し ま す。

◆◆ RS422RS422 側の側の RTSRTS//CTSCTS制御信号を選択し た場合、制御信号を選択し た場合、 RS232CRS232C側の入力信号は側の入力信号は RS422RS422

側出力信号へ、側出力信号へ、 RS422RS422 側の入力信号は側の入力信号は RS232CRS232C側出力信号へと 変換さ れます。側出力信号へと 変換さ れます。

◆◆ RS422RS422側の側の RTSRTS//CTSCTS制御信号を使用し ない場合、制御信号を使用し ない場合、 RS232CRS232C側の側の RTSRTS//CTSCTS信号は信号は

ショ ート さ れた状態になり ま す。ショ ート さ れた状態になり ま す。

◆◆ 出荷時は出荷時は RTSRTS//CTSCTSは選択さ れた状態になっ ていま す。は選択さ れた状態になっ ていま す。

ご 注意ご 注意 電源を投入する前に接続する機器の配列、電源を投入する前に接続する機器の配列、接続さ れるケーブ ルをも う 一度確接続さ れるケーブ ルをも う 一度確

認下さ い。認下さ い。 結線の間違いは、結線の間違いは、 故障の原因と なり ま す。故障の原因と なり ま す。

←出荷時設定←出荷時設定12345678 RTS / CTS選択

10101010 選　 択

01010101 非選択

SW2

Dsub15ピ ン

↑ON

↓OFF

(1)

(0)

1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8

Dsub25ピ ン

DIPSW1DIPSW2
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第４ 章　 コ ネク タ イ ン タ －フ ェ イ ス第４ 章　 コ ネク タ イ ン タ －フ ェ イ ス

  第４ 章第４ 章　 コ ネ ク タ イ ン タ －フ ェ イ ス　 コ ネ ク タ イ ン タ －フ ェ イ ス

４ －１ 　４ －１ 　 RS 232CR S 23 2C イ ン タ ー フ ェ イ ス ピ ン ア サ イ ンイ ン タ ー フ ェ イ ス ピ ン ア サ イ ン

送送：： TRSTRS から の出力信号から の出力信号

受受：： TRSTRS への入力信号への入力信号

そ の他のピ ン は、そ の他のピ ン は、 未接続未接続

◆◆ DTEDTE設定時のピ ン ア サイ ン設定時のピ ン ア サイ ン

◆◆ DCEDCE設定時のピ ン ア サイ ン設定時のピ ン ア サイ ン

※※ DCEDCE配列の信号名は、配列の信号名は、機器によ っ て表記が逆のものもあり ま す。機器によ っ て表記が逆のものもあり ま す。入力、入力、出力を確出力を確

認し て接続し て く だ さ い。認し て接続し て く だ さ い。

送送：： TRSTRS から の出力信号から の出力信号

受受：： TRSTRS への入力信号への入力信号

そ の他のピ ン は、そ の他のピ ン は、 未接続未接続

ピ ン番号 信号名 方向 説　 明

1 F G －  フ レ イ ムグ ラ ン ド

2 TXD 送  送信デ－タ

3 RXD 受  受信デ－タ

4 RTS 送

5 CTS 受

6 DSR 受  DTRと 接続

7 S G －  シグ ナルグ ラ ン ド

20 DTR 送  DSRと 接続

ピ ン番号 信号名 方向 説　 明

1 F G －  フ レ イ ムグ ラ ン ド

2 RXD 受  受信デ－タ

3 TXD 送  送信デ－タ

4 CTS 受

5 RTS 送

6 DTR 送  DSRと 接続

7 S G －  シグ ナルグ ラ ン ド

20 DSR 受  DTRと 接続
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第４ 章　 コ ネク タ イ ン タ －フ ェ イ ス第４ 章　 コ ネク タ イ ン タ －フ ェ イ ス

４ －２ 　４ －２ 　 RS4 2 2R S4 2 2 コ ネ ク タ ピ ン ア サ イ ンコ ネ ク タ ピ ン ア サ イ ン

送送：： TRSTRS から の出力信号から の出力信号

受受：： TRSTRS への入力信号への入力信号

信号名で空欄の所は、信号名で空欄の所は、 未接続未接続

ピ ン番号 信号名 方向 ピ ン番号 信号名 方向

1 F G　 8 S G　

2 TXD＋ 送 9 TXD－ 送

3 10

4 RXD＋ 受 11 RXD－ 受

5 12

6 RTS＋ 送 13 RTS－ 送

7 CTS＋ 受 14 CTS－ 受

15
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第４ 章　 コ ネク タ イ ン タ －フ ェ イ ス第４ 章　 コ ネク タ イ ン タ －フ ェ イ ス

４ －３ 　 機器間の接続４ －３ 　 機器間の接続

1)1) 外部機器が外部機器が DTEDTE でで TRSTRSがが DTEDTE の時の接続図の時の接続図 ( (接続はク ロ ス ケーブ ル接続はク ロ ス ケーブ ル ))

デ ィ ッ プ ス イ ッ チ 1の設定

(出荷時のま ま )

2

3

4

5

6

7

20

1FG

TXD

RXD

RTS

CTS

DSR

SG

DTR

2

3

4

5

6

7

20

1 FG

TXD

RXD

RTS

CTS

DSR

SG

DTR

TRS
(DTE設定)

(DTE配列)

RS232C

接続機器

1 2 3 4 5 6 7 8
ON

OFF

2)2) 外部機器が外部機器が DTEDTE でで TRSTRSがが DCEDCE の時の接続図の時の接続図 ( (接続はス ト レ－ト ケーブ ル接続はス ト レ－ト ケーブ ル ))

デ ィ ッ プ ス イ ッ チ 1の設定

1 2 3 4 5 6 7 8

2

3

4

5

6

7

20

1FG

TXD

RXD

RTS

CTS

DSR

SG

DTR

2

3

4

5

6

7

20

1 FG

TXD

RXD

RTS

CTS

DSR

SG

DTR

TRS
(DCE設定)

(DTE配列)

RS232C

接続機器

ON

OFF
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第４ 章　 コ ネク タ イ ン タ －フ ェ イ ス第４ 章　 コ ネク タ イ ン タ －フ ェ イ ス

4)4) TRSTRS間の間の RS422RS422 接続図接続図22 (RTS(RTS//CTRCTR非選択の場合非選択の場合))

3)3) TRSTRS間の間の RS422RS422 接続図接続図11 (RTS(RTS//CTRCTR選択の場合選択の場合))

デ ィ ッ プ ス イ ッ チ 2の設定

(出荷時のま ま )

14

2

9

4

11

6

13

7

8

1FG

TXD

TXD

RXD

RXD

RTS

RTS

CTS

CTS

SG

＋

－

＋

－

＋

－

＋

－

FG

TXD

TXD

RXD

RXD

RTS

RTS

CTS

CTS

SG

＋

－

＋

－

＋

－

＋

－

TRS TRS

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

ディ ッ プ ス イ ッ チ 2の設定

2

9

4

11

8

1FG

TXD

TXD

RXD

RXD

SG

＋

－

＋

－

2

9

4

11

8

1 FG

TXD

TXD

RXD

RXD

SG

＋

－

＋

－

TRS TRS

1 2 3 4 5 6 7 8ON

OFF

ご 注意ご 注意 FGFG の結線は、の結線は、 機器間の電位差が生じ る と 機器を破損する こ と があり ま す。機器間の電位差が生じ る と 機器を破損する こ と があり ま す。

TRSTRS同士の接続の際は、同士の接続の際は、 SGSG の結線の必要はあり ま せん。の結線の必要はあり ま せん。
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第４ 章　 コ ネク タ イ ン タ －フ ェ イ ス第４ 章　 コ ネク タ イ ン タ －フ ェ イ ス

４ －４ 　４ －４ 　 RS422RS422 仕様仕様

1)1) RS422RS422 ケーブ ルケーブ ル

RS422RS422ケーブ ルはケーブ ルは､､特に指定はあり ま せんが特に指定はあり ま せんが､AWG24､AWG24～～26､26､線径線径0.40.4～～0.70.7程度の程度の

ものが通信用と し て適し ま す。も のが通信用と し て適し ま す。

TRSTRSをを 22 台使用し台使用し ､､上記スペッ ク 許容内のケーブ ル上記スペッ ク 許容内のケーブ ル  (0.65mm)  (0.65mm) に てにて ､､ 通信速度通信速度

116Kbps116Kbps通信距離通信距離1000m1000m で双方向通信テス ト を実施し てノ ーエ ラ ーを確認し てで双方向通信テス ト を実施し てノ ーエ ラ ーを確認し て

いま す。いま す。

2)2) フ ェ ールセーフ 回路フ ェ ールセーフ 回路

RS422RS422受信ラ イ ン は、受信ラ イ ン は、接続相手機器の状態接続相手機器の状態 ( (電源が落ちている 。電源が落ちている 。送信ラ イ ン を ク送信ラ イ ン を ク

ロ ーズし ている 。ロ ーズし ている 。ド ラ イ ブ能力の差。ド ラ イ ブ能力の差。) ) に よ り 不安定によ り 不安定 ( (データ を あたかも受信し てデータ を あたかも受信し て

いる様に動作し ている 。いる様に動作し ている 。 受信データ が化ける 。受信データ が化ける 。) ) な状態になる こ と があり ま す。な状態になる こ と があり ま す。

TRSTRSは、は、 こ の現象を回避する為に受信ラ イ ン に、こ の現象を回避する為に受信ラ イ ン に、 終端抵抗、終端抵抗、 +5V+5V、、 GNDGND間で抵間で抵

抗ネッ ト ワ－ク抗ネッ ト ワ－ク  ( (フ ェ －ルセ－フ 回路フ ェ －ルセ－フ 回路) ) を付加し ていま す。を付加し ていま す。

R3 1KΩ

R2 390Ω

R4 1KΩ

GND

VCC

RXD＋

RXD－

RS422

ト ラ ン シ－バ
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第５ 章　 パ－ティ ラ イ ンの設定第５ 章　 パ－ティ ラ イ ンの設定

  第５ 章第５ 章　 パ－テ ィ ラ イ ン の設定　 パ－テ ィ ラ イ ン の設定

５ －１ 　 ジ ャ ン パ ピ ン の 設定５ －１ 　 ジ ャ ン パ ピ ン の 設定

パーテ ィ ラ イ ン の設定を行う 場合は本機のカ バーを外し プ リ ン ト 基板上のジャ ン パパーテ ィ ラ イ ン の設定を行う 場合は本機のカ バーを外し プ リ ン ト 基板上のジャ ン パ

ピ ン を 次の通り 変更し ま す。ピ ン を 次の通り 変更し ま す。

出荷時はポイ ン ト出荷時はポイ ン ト・・ツ ーツ ー ・・ポイ ン ト の設定になっ ていま す。ポイ ン ト の設定になっ ていま す。

J1 J2 J3 J4

J8 J7 J6 J5

J1 J2 J3 J4

J8 J7 J6 J5

◆ポイ ン ト ・ツ ー・ポイ ン ト の設定

◆パーテ ィ ラ イ ン の設定

・ ・
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第５ 章　 パ－ティ ラ イ ンの設定第５ 章　 パ－ティ ラ イ ンの設定

５ －２ 　５ －２ 　 RS422RS422 側の接続側の接続

2

9

4

11

TXD＋

TXD－

RXD＋

RXD－

(Dsub15s)TRS D＋ D－
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第５ 章　 パ－ティ ラ イ ンの設定第５ 章　 パ－ティ ラ イ ンの設定

例例))RS232CRS232C機器を機器を RS422RS422 パーテ ィ ラ イ ン に接続する 。パーテ ィ ラ イ ン に接続する 。

ディ ッ プ ス イ ッ チの設定ディ ッ プ ス イ ッ チの設定 RS232CRS232C ピ ン ア サイ ンピ ン ア サイ ン  DTE DTE

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 RS422RS422 側側RTS/CTSRTS/CTS 未使用未使用

1)1) RS232CRS232C機器から機器から RS422RS422 へのデータ 送信へのデータ 送信

2)2) RS422RS422 からから RS232CRS232C機器へのデータ 送信機器へのデータ 送信

５ －３ 　５ －３ 　 RS42 2R S42 2 側の送受信制御接続側の送受信制御接続

TRSTRS はは RS422RS422 を パーテ ィ ラ イ ン で接続し た場合、を パーテ ィ ラ イ ン で接続し た場合、 RS422RS422 の送受信の切り 換えはの送受信の切り 換えは

RS232CRS232C側の側の CTSCTS信号を コ ン ト ロ ールする事によ っ て行います。信号を コ ン ト ロ ールする事によ っ て行います。

◆◆ RS232CRS232C→→RS422RS422 へ送信する場合へ送信する場合

TRSTRSのの RS232CRS232C入力信号の入力信号の CTSCTSにに LowLow を入力しを入力し RS422RS422 の送信を可能にし ま す。の送信を可能にし ま す。

◆◆ RS422RS422 →→RS232CRS232C へ送信する場合へ送信する場合

TRSTRSのの RS232CRS232C入力信号の入力信号の CTSCTSにに HiHi を 入力しを入力し RS422RS422 の受信を可能にし ま す。の受信を可能にし ま す。

2

3

4

5

TXD

RTS

RXD

CTS

TRS

RS232C

外部機器

2

3

4

5

TXD

RTS

RXD

CTS

TXD＋

TXD－

RXD＋

RXD－

2

9

4

11

DATA

LOW

D＋ D－

2

3

4

5

TXD

RTS

RXD

CTS

TRS

RS232C

外部機器

2

3

4

5

TXD

RTS

RXD

CTS

TXD＋

TXD－

RXD＋

RXD－

2

9

4

11

DATA

Hi

D＋ D－



1616

TRSTRS　　 取り 扱い説明書　取り 扱い説明書　 20162016年年99月　 第月　 第1717版版

製造、発売元　 データ リ ン ク 株式会社製造、発売元　 データ リ ン ク 株式会社

〒〒359-1113359-1113　 埼玉県所沢市喜多町　 埼玉県所沢市喜多町10-510-5

TEL04TEL04--29242924--38413841㈹　㈹　 FAX04FAX04--29242924--37913791

11 当社製品は、当社製品は、当社規定の社内評価を経て出荷さ れており ま すが、当社規定の社内評価を経て出荷さ れており ま すが、保証期間内に万一保証期間内に万一

故障し た場合、故障し た場合、 無償にて修理さ せていただき ま す。無償にて修理さ せていただき ま す。 お買い求めいただいた製品は、お買い求めいただいた製品は、

受領後直ちに梱包を開け、受領後直ちに梱包を開け、 検収をお願い致し ま す。検収をお願い致し ま す。

データ リ ン ク 製品の保証期間は、データ リ ン ク 製品の保証期間は、 当社発送日よ り １ カ 年です。当社発送日よ り １ カ 年です。

保証期間は保証期間は､､製品貼付のシリ ア ルナン バーで管理し ていま す。製品貼付のシリ ア ルナン バーで管理し ていま す。

保証書はございま せん。保証書はございま せん。

なお、なお、 本製品のハード ウ エ ア部分の修理に限ら せていただき ま す。本製品のハード ウ エ ア部分の修理に限ら せていただき ま す。

22 本製品の故障、本製品の故障、ま たはそ の使用によ っ て生じ た直接、ま たはそ の使用によ っ て生じ た直接、間接の障害について、間接の障害について、当社は当社は

そ の責任を負わないものと し ま す。そ の責任を負わないものと し ま す。

33 次のよ う な場合には、次のよ う な場合には、 保証期間内でも有償修理になり ま す。保証期間内でも有償修理になり ま す。

(1)(1) お買い上げ後の輸送、お買い上げ後の輸送、 移動時の落下、移動時の落下、 衝撃等で生じ た故障および損傷。衝撃等で生じ た故障および損傷。

(2)(2) ご使用上の誤り 、ご使用上の誤り 、 ある いは改造、あるいは改造、 修理によ る故障および損傷。修理によ る故障および損傷。

(3)(3) 火災、火災、地震、地震、落雷等の災害、落雷等の災害、あるいは異常電圧など の外部要因に起因する故障あるいは異常電圧など の外部要因に起因する故障

および損傷。およ び損傷。

(4)(4) 当社製品に接続する当社以外の機器に起因する故障および損傷。当社製品に接続する当社以外の機器に起因する故障および損傷。

44 無償保証期間経過後は有償にて修理さ せていただき ま す。無償保証期間経過後は有償にて修理さ せていただき ま す。補修用部品の保有期間は補修用部品の保有期間は

原則製造終了後原則製造終了後55年間です。年間です。

なお、なお、 こ の期間内であっ ても 、こ の期間内であっ ても 、補修部品の在庫切れ、補修部品の在庫切れ、部品メ ーカ の製造中止など に部品メ ーカ の製造中止など に

よ り 修理できない場合があり ま す。よ り 修理できない場合があり ま す。

55 次のよ う な場合有償でも修理出来ない時があり ま す。次のよ う な場合有償でも修理出来ない時があり ま す。 PCBPCB基板全損、基板全損、 ICIC全損など 、全損など 、

故障状態によ り 修理価格が新品価格を上回る場合。故障状態によ り 修理価格が新品価格を上回る場合。

66 製品故障の場合、製品故障の場合、出張修理は致し ており ま せん。出張修理は致し ており ま せん。当社あるいは販売店への持ち込み当社あるいは販売店への持ち込み

修理と なり ま す。修理と なり ま す。

77 上記保証内容は、上記保証内容は、 日本国内においてのみ有効です。日本国内においてのみ有効です。

保証規定保証規定

ユーザサ ポー ト の ご 案内ユーザサ ポー ト の ご 案内

TRSTRSに関するご質問、ご相談は、ユーザサポート 課までお問い合わせ下さ い。に関するご質問、ご相談は、ユーザサポート 課までお問い合わせ下さ い。

データ リ ンク 株式会社　 ユーザサポート 課データ リ ンク 株式会社　 ユーザサポート 課

TEL04TEL04--29242924--38413841㈹　㈹　 FAX04FAX04--29242924--37913791　　 E-m a ilE-m a il：： sup p ort@ d a ta -l ink . c o . jpsup p ort@ d a ta -l ink . c o . jp

受付時間　 月曜～金曜受付時間　 月曜～金曜 ( (祝祭日は除く祝祭日は除く ))

AM9:00AM9:00～～PM12:00PM12:00　　  PM1:00 PM1:00～～PM5:00PM5:00


